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前期計画 施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

    だれもが“快適”に自転車が使える 

～快適性の向上～ 

・ 自転車利用者が休憩できる空間の創出や公共交通（鉄道，

バス，タクシー）との連携など，自転車利用がつながる

環境づくりの推進 

・ 自転車の特性を活かす利便性の高い駐輪場の整備 

    だれもが“楽しく”自転車が使える 

～観光やスポーツの推進～ 

・ 自転車に乗りたくなるような環境づくりの推進 

・ 観光との連携やサイクルスポーツの振興による新たな自

転車の魅力づくりの推進 

    だれもが“安全”に自転車が使える 

～安全性の向上～ 

・ 自転車の走行にとって安全・安心な道づくりの推進 

・ 自転車のルール・マナーを守ることができる人づくり

や自転車の安全を守る環境づくりの推進 

    だれもが“健康とエコ”に自転車が使える 

～健康の増進と環境保全～ 

・ 市民の健康増進や地球にやさしいライフスタイルの推進 

４つの柱 施策事業 具体的な取組 

 

 

計画期間中に（一部）

実施する事業 

  ◎  重点事業 

【新】 新規事業 

【拡】 拡充事業 

【継】 継続事業 

計画期間中に検討し，

実施を目指す事業 

「
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」
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(2)新たな駐輪場の整備 

(1)自転車走行空間の確保 

(1)レンタサイクルの拡充 

(2)スポーツ・観光等との連携 

(3)プロスポーツとの連携 

(2)安全啓発活動の実施 

(3)安全を守る環境づくりの推進 

(1)自転車通勤の推進 

(2)新たなライフスタイルの推進 

(1)自転車利用のネットワーク化 

「自転車のまち宇都宮」の推進 

◎新たな自転車走行空間の整備【拡】 

◎鉄道駅周辺への駐輪場整備【拡】 

 短時間駐輪スポットの整備【新】 

 バス停付近への駐輪場整備【拡】 

 商店街等との連携策の実施【新】 

◎観光レンタサイクルの導入【新】 

 コミュニティサイクルの拡充【拡】 

◎モビリティセンターの整備【新】 

 観光・サイクリングルートの創出【新】 

 サイクリングロードの整備【拡】 

 ジャパンカップのＰＲの実施【継】 

 自転車の普及促進イベントの実施【新】 

◎交通安全教室等の継続・拡充【拡】 

 広報啓発活動の継続・拡充【拡】 

 安全安心な自転車用具の普及促進【拡】 

 交通安全施設の設置【継】 

 放置自転車対策の継続・拡充【拡】 

モビリティマネジメントの実施【拡】 

 自転車通勤に関する職場環境の改善【新】 

◎自転車モニター事業の実施【新】 

 公共交通との連携強化【拡】 

 自転車サインの整備【拡】 

◎自転車マップの作成【新】 

 「自転車のまち宇都宮」のＰＲ【新】 

◎休憩スポットの創出（自転車の駅）【新】 
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